
令和４年度　地区研修園　研修報告

西部地区　気賀幼稚園

◎研修主題

「遊びを運動につなげる～３年間で運動の土台を作る～」

講師：気賀幼稚園体育教室指導　外山久美子先生

◎設定理由

普段の自由遊びでは鬼ごっこや鉄棒で体を動かして遊ぶことが好きな子も居れば、ま

まごとなどのごっこ遊びが好きな子も居ます。しかし、外山先生の体育教室では運動

が好きな子も、苦手な子も関係なく、思い切り体を動かすことを楽しんでいます。

また、年少時には運動が苦手な子でも年長組になると鉄棒や跳び箱ができるようにな

る子もいます。

なぜ外山先生の体育教室ではどの子も楽しんで取り組むのか、なぜ運動が苦手だった

子が、運動好きな子どもに成長したのかを外山先生の体育指導を通して学びたいと思

ったからです。

◎研修の進め方

外山先生に運動ができるようになるまでの大まかな流れと、実際に使用している小道

具や指導をするうえで大切にしているポイントを聞きました。講義で他園の先生方に

も見て頂くために、外山先生と打ち合わせを重ね、何を題材に講義を行っていくかを

を決め、講義に必要な動画撮影や資料作りを行いました。

◎実践報告

〈保育の流れ〉

・年少組

６月はなりきり遊びを通して、うさぎ（両足ジャンプ）や、いもむし（這いつくばる）

だいこん（だいこん役がマットにしがみつき、もう一人がだいこん役の足を引っ張る）

などの基本的な動作を取り入れていました。

徐々にフリース雑巾を使って腕の力を身に付ける、マットをよじ登る、高いところか

らジャンプ、前転など大きな動作も加わっていきました。

鉄棒は１０月から足抜き回り・前回りを始め、１月には逆上がりに挑戦しました。

跳び箱はマットを敷いてよじ登ったり、ジャンプで降り、馬の背に跳び乗るように跳

び箱に手を着く練習をしていました。

・年中組

年中組では２人組で、足を伸ばして座っているお友だちの足をジャンプしたり、四つ

足姿勢になったお友だちのお腹の下をくぐったりして子ども同士での活動が始まりま

した。また、引越しゲームやしっぽ取りゲームなどのルールのある遊びも行い、子ど



もたちは楽しみながら体を動かしていました。

７月からは跳び箱の踏み切り練習が始まり本格的な練習に入りました。跳び箱に手を

着いて着地するまでは補助を行い、９月には５段を跳べる子も見られるようになりま

した。

鉄棒は前回り、足抜き・尻抜き回りの練習をしました。だんごむしのポーズになり、

腕を曲げて鉄棒にしがみつく動作は逆上がりに繋がっていきます。

・年長組

４月はルールのある遊びをして楽しく体を動かしていました。年中組に引き続き、前

転や、手押し車など基本的な動きを身に付け、鉄棒や跳び箱を行っていました。

鉄棒では足抜き・尻抜き回り、逆上がりを練習し、跳び箱は６段に挑戦し始めました。

２月にはクラスの約半分の子が逆上がりが出来るようになりました。

＜講義＞「遊びを運動につなげる～３年間で運動の土台を作る～」

子どもの運動の基本は「遊び」であり、幼児期の間に様々な経験を重ねることで子ど

もの運動能力はどんどん伸びていきます。また、「運動ができる、できない」は遺伝

ではなく、経験で獲得していくものであり、幼少期に１つのスポーツに偏るのではな

く、基本動作を身に付けることが重要です。

上記の内容をパワーポイントで作った資料を基に１５分程の講義を行いました。

次に実際の体育教室の動画を見ながら、外山先生に詳しく解説して頂きました。

跳び箱や鉄棒に突然取り組むのではなく、年少時から必要な基礎を作って行きます。

例えば、鉄棒では手押し車やぶら下がりで徐々に腕の力が身に付いていき、逆上がり

が出来るようになっていきます。

跳び箱では、踏み切りのための両足ジャンプを練習することで、脚の力とタイミング

が身に付き、跳べるようになっていきます。

また、ワークショップで作る「かまぼこちゃん」の使い方や、使用している他の小道

具の説明もして頂きました。

<ワークショップ>

ワークショップでは「かまぼこちゃん」作りを行いました。１００円ショップで手に

入る１２０センチのプールスティックを用意し、４等分して目印となる線を引いてお



きました。参加者に好きな色のプールスティックを４本選び、カッターで線の上を切

って頂きました。滑り止めシートも渡し、各自園で付けて頂きました。

こちらで使用しているのが「かまぼこちゃん」です。

★「かまぼこちゃん」以外にも、外山先生が身近にあるもので作った運動あそびに使

える小道具を展示し、手に取って見たり、写真を撮ったりできるコーナーを設置しま

した。子ども達の目印として便利に使えるヨガマットの丸は、大きさの目安となるよ

う実際の大きさをコピーしたものを皆さんに配布しました。

その他のプールスティック、ヨガマットを使用した小道具の作り方・使い方を書いた

紙を参考資料として配布しました。

また研修後も小道具の使い方や指導方法が分かるよう、講義で使用した動画をYouTu

beで公開しました。

※URLを知っている人のみが１か月間のみ閲覧できるようにしました。

◎終わりに

今回の研修を通して、外山先生の体育指導がどのような意図を持って行われているの

かを知ることが出来ました。

３年間の体育指導で年少時から徐々に運動のもとである土台を作り、分かりやすい声

かけや簡単な動作で体の動かし方を身に付けていることを改めて理解しました。また

年齢に応じてなりきり遊びや、ルールのある遊び、友だち同士のやりとりなど、子ど

もたちが楽しんで取り組める工夫がされていました。

講義で教えて頂いた「運動能力は遺伝ではなく、経験が大切」ということを踏まえ、

保育の中でも、様々な体を動かす体験をする機会を増やし、運動好きな子どもたちが

増えて欲しいと思うようになりました。

また、運動が苦手だと感じている子どもに対しても、練習に励む姿を認め、あきらめ



ず挑戦できるよう声をかけ、「できた」という達成感を存分に味わうことができるよ

う指導していきたいと思います。

最後に、この様な発表の機会を頂き、ご協力、ご参加くださった浜私幼の他園の先生

方に御礼申し上げます。ありがとうございました。


